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構成および内容
第 1 章　エキゾチック自己組織化「生体」材料　
1　自己組織性人工ウイルス殻の創製� 松浦和則
1. 1　はじめに
1. 2　人工タンパク質集合体
1. 3　三回対称性ペプチドコンジュゲートの自己集合
1. 4　�ウイルス由来β-Annulus ペプチドの自己集合による

人工ウイルス殻
1. 5　自己組織性人工ウイルス殻の創製
1. 6　おわりに
2　�静電相互作用を利用したポリアミノ酸由来高分子電解質
のユニークな自己組織化とその生体材料応用	� 岸村顕広
2. 1　はじめに
2. 2　�Double hydrophilic ブロック共重合体を用いたポリ

イオンコンプレックス形成とナノ構造の制御
2. 3　�ポリイオンコンプレックス構造体の環境変化に対す

る応答：ナノスケールからマクロスケールまで
2. 4　�ポリイオンコンプレックスベシクル PICsome の特

異な会合挙動・成長挙動
2. 5　PICsome のドラッグデリバリーシステムへの応用
2. 6　おわりに
3　有機材料としてのDNA四重らせん構造� 三好大輔
3. 1　はじめに
3. 2　DNA四重らせん構造
3. 3　DNA四重らせん構造を用いたナノテクノロジー
3. 4　おわりに
4　DNA折り紙によるナノシステムの構築� 葛谷明紀
4. 1　はじめに
4. 2　DNAナノテクノロジーの基礎技術
4. 3　DNA origami 構造体
4. 4　三次元DNA origami 構造体
4. 5　�四次元 DNA origami 構造体～動く DNA origami�

ナノデバイス
4. 6　おわりに
5　�自己組織化を基盤とする刺激応答性超分子ヒドロゲルの
構築と生体応用� 池田　将
5. 1　はじめに
5. 2　超分子ヒドロゲルの設計
5. 3　�化学反応型超分子ヒドロゲル化剤の設計と生体関連

刺激応答への拡張
5. 4　�二光子励起応答型超分子ヒドロゲルの開発とマト

リックスとしての応用
5. 5　おわりに
6　�生体分子モーターを基盤とした自己組織化システム
の創製	 佐 々 木 廉， 伊 藤 正 樹， 井 上 大 介， 
� Arif Md.  Rashedul Kabir，佐田和己，角五　彰
6. 1　はじめに
6. 2　生体分子モーターの能動的自己組織化
6. 3　リング状微小管集合体のサイズ制御
6. 4　リング状微小管集合体の逐次成長
6. 5　リング状微小管集合体の回転方向の優位性制御
6. 6　生体分子モーターの長寿命化
6. 7　おわりに
7　水中で運動するジャイアントベシクルの構築� 豊田太郎
7. 1　はじめに
7. 2　�水中を動くジャイアントベシクル～アクティブ・

ジャイアントベシクル～
7. 3　おわりに

第 2 章　エキゾチック自己組織化材料の先端計測技術
1 　生体分子機械の作動原理� 飯野亮太
1. 1　はじめに：生体分子機械は高性能・高機能
1. 2　�生体分子モーター：最も研究されている生体分子機

械
1. 3　�エネルギー源：化学結合エネルギーとイオンの電気

化学ポテンシャル
1. 4　�1 分子計測：生体分子機械の作動原理を調べる強力

な手法
1. 5　ポーズとステップ：生体分子機械の運動の素過程
1. 6　�パワーストロークとブラウニアンラチェット：生体

分子機械が力を発生する機構
1. 7　おわりに：今後は調べるだけでなく創りたい！
2　ナノメカニカル計測技術� 中嶋　健
2. 1　はじめに
2. 2　ナノメカニカル計測の原理
2. 3　ナノメカニカル計測の実際
2. 4　ナノメカニカル計測の未来像
3　�σ共役高分子の光学特性−構造相関を利用した高分子構
造評価� 内藤昌信
3. 1　究極の量子細線：ポリシラン
3. 2　分子設計によるバンドエンジニアリング
3. 3　PSi のコンホメーションとサーモクロミズム
3. 4　おわりに
4　二次元超分子構造の創製と SPM観察�上村 忍，國武雅司
4. 1　はじめに
4. 2　�固液界面での自己組織化による非共有結合性二次元

超分子構造
4. 3　固液界面を反応場とする二次元高分子
4. 4　三次元高次構造を生む化学液相成長
4. 5　二次元多孔性配位高分子の固体表面での再結晶化
4. 6　ケルビン力顕微鏡による超分子構造の評価
4. 7　おわりに
5　�マイクロ波伝導度測定を用いた自己組織化半導体材料の
評価� 佐伯昭紀
5. 1　はじめに
5. 2　自己組織化ナノ構造体の空間スケールと電荷移動度
5. 3　�マイクロ波法によるナノ～マイクロスケール電荷移

動度の完全実験定量
5. 4　おわりに

6　分子自己組織化による有機電子デバイスの界面構造制御
� 但馬敬介
6. 1　はじめに
6. 2　有機半導体材料における表面偏析単分子膜の開発
6. 3　表面偏析単分子膜による分子配向性の制御
6. 4　表面偏析単分子膜の電子デバイスへの応用
6. 5　おわりに

第 3 章　エキゾチック自己組織化「π電子」材料�
1　�キラルな液晶分子が形成するナノ構造化電子システム�
� 舟橋正浩
1. 1　液晶中での電子伝導
1. 2　キラルな液晶分子が形成する液晶相
1. 3　コレステリック相での電子伝導と円偏光発光
1. 4　キラルスメクティックC相の電子機能
1. 5　まとめ
2　イオンペアリングπ電子系超分子集合体� 前田大光
2. 1　はじめに：π電子系イオンの集合化
2. 2　平面状アニオンのプラットフォームとなるπ電子系
2. 3　固体状態におけるイオンペアリング集合体
2. 4　電荷積層型集合体からなるソフトマテリアルの創製
2. 5　�電荷種分離配置型集合体の寄与を有するマテリアル

の創製
2. 6　�修飾カチオンおよびアニオンから構成される次元制

御型集合体への展開
2. 7　まとめ
3　刺激応答性π電子系有機材料の開拓� 矢貝史樹
3. 1　はじめに
3. 2　準安定分子集合体
3. 3　メカノ発光
3. 4　準安定構造のデザインによるメカノ発光材料の創出
3. 5　機械的刺激による相変化と発光特性の変化
3. 6　液晶結晶相変化を利用したイメージング
3. 7　おわりに
4　柔軟なπ共役骨格の動きを活かして材料技術をうみだす
� 齊藤尚平
4. 1　はじめに
4. 2　背景と着想の経緯
4. 3　動く発光団を使ったマテリアルイメージング技術
4. 4　動くπ共役骨格の光反応を使った機能材料開発
5　金原子間相互作用が鍵となる刺激応答性結晶材料の創成
� 関 朋宏，伊藤 肇
5. 1　はじめに
5. 2　金イソシアニド錯体の発光性メカノクロミズム
5. 3　�機械的刺激に誘起された単結晶－単結晶相転移：発

光特性の切り替え
5. 4　�光照射に誘起された単結晶－単結晶相転移：機械的

応答の発現
5. 5　おわりに
6　交互両親媒性化合物の機能開拓� 村岡貴博
6. 1　はじめに
6. 2　膜貫通タンパク質の構造と機能の模倣
6. 3　�リガンド応答型超分子イオンチャネルの開発と機能

解析
6. 4　熱で曲がる単結晶
6. 5　おわりに
7　フォトクロミック分子材料の機能化� 小畠誠也
7. 1　はじめに
7. 2　結晶フォトクロミズム
7. 3　結晶表面の光可逆な変化
7. 4　光駆動アクチュエーター
7. 5　今後の展開
8　アルキル - πエンジニアリング：自己組織化と非組織化�
� 中西尚志
8. 1　はじめに
8. 2　�アルキル - πエンジニアリングによる自己組織化構

造材料の創成
8. 3　�アルキル - πエンジニアリングによる非組織化液体

材料の創成
8. 4　おわりに

第 4 章　エキゾチック自己組織化「超分子」材料
1　光応答相転移を利用するソフトマテリアル� 秋山陽久
1. 1　はじめに
1. 2　液体と固体の相転移
1. 3　光液体固体相転移の原理
1. 4　分子構造の影響
1. 5　接着力の試験
1. 6　おわりに
2　超分子ゲルの開発と機能開拓� 山中正道
2. 1　はじめに
2. 2　化学刺激応答性超分子オルガノゲル
2. 3　化学刺激応答性超分子ヒドロゲル
2. 4　�超分子ヒドロゲルを支持体とする変性タンパク質の

電気泳動
2. 5　�超分子ヒドロゲルを支持体とする未変性タンパク質

の電気泳動
2. 6　おわりに
3　�超分子ヒドロゲルの物性とそのメゾスコピックな空間不
均一性� 春藤淳臣，田中敬二
3. 1　はじめに
3. 2　粒子追跡法
3. 3　ゾルーゲル転移と空間不均一性
3. 4　階層構造との相関
3. 5　スプレー堆積法による中空粒子の作製
3. 6　おわりに
4　テトラゲル高分子の新奇サイエンス�鎌田宏幸，酒井崇匡
4. 1　はじめに
4. 2　生体内における従来型ハイドロゲルの物性変化

4. 3　�温度応答性高分子を利用したハイドロゲルの膨潤制
御法

4. 4　現状の限界および将来の材料設計指針
4. 5　おわりに
5　自励振動高分子ゲルの創製� 吉田　亮
5. 1　はじめに
5. 2　�自励振動ゲルの設計とその化学・物理構造設計によ

る振動挙動制御
5. 3　生体模倣アクチュエータへの応用
5. 4　自動物質輸送システムの構築
5. 5　自律機能流体への展開
5. 6　おわりに
6　�ホスト –ゲスト相互作用による自己修復性ゲルの創製�
� 高島義徳，中畑雅樹，原田　明
6. 1　はじめに
6. 2　自己修復材料の作成手法
6. 3　化学反応を利用した自己修復
6. 4　ホスト –ゲスト相互作用による自己修復
6. 5　おわりに
7　�柱型環状ホスト分子“ピラー [n] アレーン”を基にした
超分子形成� 生越友樹，山岸忠明
7. 1　はじめに
7. 2　柱状環状ホスト分子 Pillar[n]arene の合成と構造
7. 3　�Pillar[n]arene の形状に基づく超分子集合体の形成と

その機能
7. 4　�Pillar[n]arene の優れた反応性に基づく液体 Pillar[n]

arene 超分子集合体とその機能
7. 5　おわりに
8　�フラーレンを構成成分とする超分子ポリマー�
� 池田俊明，灰野岳晴
8. 1　はじめに
8. 2　�ホスト –ゲスト相互作用により形成される超分子フ

ラーレンポリマー
8. 3　�カリックス [5] アレーンとフラーレンから形成され

る超分子ポリマー
8. 4　�カリックス [5] アレーンを用いたフラーレン含有ポ

リマーの超分子架橋
8. 5　おわりに

第 5 章　エキゾチック自己組織化「高分子」材料
1　ブロックコポリマーリソグラフィ� 早川晃鏡
1. 1　はじめに
1. 2　リソグラフィ用ブロックコポリマー材料
1. 3　�誘導自己組織化技術（Directed Self-Assembly : 

DSA）
1. 4　熱／溶媒アニーリング技術
1. 5　ミクロ相分離構造の垂直配向制御
1. 6　まとめ
2　相分離型超分子ソフト材料� 野呂篤史
2. 1　はじめに
2. 2　超分子ポリマーゲルの分子設計
2. 3　超分子イオンゲル
2. 4　超分子エラストマー
2. 5　超分子ソフトエラストマー
2. 6　おわりに
3　自己組織化による相分離微粒子材料の開拓� 藪　浩
3. 1　はじめに
3. 2　�自 己 組 織 化 析 出（Self-ORganized Precipitation, 

SORP）法
3. 3　相分離構造の制御
3. 4　無機材料とのコンポジット化とその応用
3. 5　おわりに
4　巨視的配向性を持つソフトマテリアルの創成� 石田康博
4. 1　�なぜ，巨視的な配向構造が大事なのか？　マクロか

らナノ，そしてまたマクロへ
4. 2　�巨視的な配向構造を得るには？　これをソフトマテ

リアル合成に応用するには？
4. 3　どんな外場を使って，何を配向させるか？
4. 4　�磁場配向した酸化チタンナノシートを埋め込んだヒ

ドロゲルの力学物性：縦に固く，横に柔らかい材料
4. 5　�磁場配向した酸化チタンナノシートを埋め込んだヒ

ドロゲルの変形特性：内部の静電反発力で動く材料
4. 6　�ますます広がる適応範囲：その他のナノ構造体を用

いた巨視的配向材料

第 6 章　エキゾチック自己組織化「ハイブリッド」材料
1　�コロイド粒子組織体を利用した構造色を示すソフトマテ
リアル� 竹岡敬和
1. 1　はじめに
1. 2　角度依存性のない構造色を示すコロイド集合体
1. 3　�コロイドアモルファス集合体を鋳型に利用したポー

ラスな刺激応答性ゲルの調製
1. 4　おわりに
2　�自己組織性金属錯体からなる柔軟性ナノ構造とその準安
定的な機能の創出� 黒岩敬太
2. 1　はじめに
2. 2　低分子（脂質）と混合原子価Ru 複核錯体の集積化
2. 3　オリゴマーと金属イオン ( 金属錯体 ) の集積組織化
2. 4　�ポリマー（両親媒性ジブロックコポリペプチド）と

磁性金属錯体複合体の集積組織化
2. 5　�ポリマー（両親媒性ブロックポリペプチド）と発光

性金属錯体複合体の組織化
2. 6　おわりに
3　�層状結晶からつくる有機・無機高分子材料と機能開拓�
� 緒明佑哉
3. 1　はじめに
3. 2　層状有機結晶からつくる有機高分子材料
3. 3　層状無機結晶からつくる無機高分子材料
3. 4　おわりに


